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１ はじめに 

 

中学校学習指導要領（平成 29年３月告示）において，社会科の教科の目標として示される「公民としての

資質・能力の基礎の育成」は，中学校社会科学習の究極の目標であるとされ，教育基本法及び学校教育法に

規定される「公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと」と

密接に関わるものであるとされる。 

また，令和３年１月の中央教育審議会にて，「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～すべての子供

たちの可能性を引き出す個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」が掲げられ，この内容を取りまとめた

教育課程部会における審議のまとめの中で，今後の教育の在り方について，「学習指導要領において示された

資質・能力の育成を着実に進めることが重要であり，そのためには新たに学校における基盤的なツールとな

るICTも最大限活用しながら，多様な子供たちを誰一人取り残すことなく育成する『個別最適な学び』と，

子供たちの多様な個性を最大限に生かす『協働的な学び』の一体的な充実が図られること（中略）カリキュ

ラム・マネジメントの取組を一層進めることが重要」1）と述べられた。 

本校社会科はこれまでも，「公民としての資質・能力の基礎の育成を目指して」を教科主題に設定し，それ

に伴う授業実践と指導方法の工夫・改善を行ってきた。とくに「単元を貫く学習課題」の設定と，その解決

のための「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動」は，その資質・能力の

育成を図るうえで有益であったと考えている。 

 今年度は，これまで本校で蓄積してきた活動の流れを生かし，かつ『個別最適な学び』と『協働的な学び』

を一層推進する方法を模索していく。そのため今年度の社会科は教科研究副主題に，「学習履歴の利活用によ

る，自らの学習を調整する力の育成と教師の指導改善の方策」を設定した。生徒は学習履歴や教師の指導履

歴を活用し，それぞれの活動にあった『個別最適な学び』の実現を目指し，かつ学習履歴を利活用する過程

で，生徒は学習活動の成果や多様な考えを共有し『協働的な学び』を実現する。そこに ICTの活用も踏まえ

た実践事例を蓄積し，公民としての資質・能力の基礎を育成するための方策を検討していきたい。 

 

２ 研究の経過 

 

 今年度は研究主題である「１人１台端末環境における指導と評価の一体化」を掲げて２年目となる。昨年

度はCBTを活用し，生徒の学習状況の把握と学習改善および教師の指導改善に生かすべく実践を重ねた。昨

年度実践による主な成果は，「知識・技能」に関わる内容に対して，「即時性」と「フィードバック」を通し

て，生徒の学習状況に応じて素早く学習改善を図ることができたということである。授業冒頭でのCBT実施

は前時の学習内容の定着度合いを，また単元末でのCBT実施は内容のまとまりとしての定着度合いをそれぞ

れ測ることができ，指導改善に役立てることができた。 



しかし，課題点として，「思考・判断・表現」に関わる内容に対するＣＢＴでの出題がその長所を存分に発

揮できたとは言えなかったという点が挙げられる。「即時性」を生かすためには，評価問題を「選択式」や「短

答式」で作成することが望ましいが，「思考・判断・表現」の評価については，それら形式での解答からのみ

では測り切れない要素が多いことが実状である。また，その学習内容の評価の方法として，レポート形式の

ものや，Googleスライド等を使用した各種の制作物など多種多様なものを用いることが多かった。したがっ

て，「思考・判断・表現」に関わるＣＢＴを用いた評価は，あくまでも部分的な活用であり，「指導と評価の

一体化」の実現を目指すためには，それ以外の学習成果物等の評価方法とその活用方法を模索する必要があ

るということである。 

 

３ 本年度の研究 

 

 今年で学習指導要領の全面実施から３年目となる。生徒の資質・能力の育成のみならず，カリキュラム・

マネジメントの観点からも，指導と評価の一体化の充実が一層求められているところである。 

 その中で，「児童生徒一人一人のつまずきや伸びについて指導過程で評価する形成的な評価を行うこと」２）

および，「形成的な評価を生かしながら，学習指導要領に示す各教科の目標に照らして児童生徒が『おおむね

満足できる』状況となるようきめ細かく指導・支援すること」２）の重要性が述べられている。 

 そこで今年度は「学習履歴の利活用による，自己調整する力の育成と教師の指導改善の方策」を副主題に

設定した。本校の研究総論（以下「総論」という。）では，各教科等の学習における学習履歴の利活用につい

て，様々な評価の蓄積を 1人 1台端末環境下で行うことで期待される生徒の変容として「①生徒が自らの学

習履歴をいつでも確認できる，②生徒が自らの学習履歴を利活用し，見通しをもって学習計画を立てること

ができる，③生徒が自らの学習履歴を利活用し，自らにあった学習活動を調整することができる，④生徒が

自らの学習履歴を利活用し，学習を振り返ることができる」３），という４点を挙げている。これら４点を踏

まえ，「指導と評価の一体化」の実現をよりよく展開するための方策に関する検討を行っていきたい。 

 

４ 研究実践例 

 

4.1今年度研究に関わるこれまでの研究実践 

 

 本校では研究に関わり，各教科の「資質・能力

整理シート」を作成している。また，社会科では

学習指導要領や「『指導と評価の一体化』のための

学習評価に関する参考資料」の内容を踏まえ，単

元のオリエンテーション等で生徒に該当単元で

の目標を示してきた。これにより，身に付けるべ

き資質・能力と学習活動のつながりを教師―生徒

間で共有し，生徒も学習内容や身に付けたい資

質・能力に対する見通しをもたせた。また，「単元

のワークシート」を紙またはファイル形式で配布

し，日々の学習内容を記録・蓄積し，自らの学習

活動を調整したり，振り返ったりする目的で活用できるようにしていた。（図１） 

図１ 単元のワークシート（Ｒ４年度実践） 



そして，ＣＢＴのフィードバックの活用に

ついては，実際に問題を解き，間違えていた

場合には，教師からのフィードバックコメン

トと，関連する学習内容のリンクを授業使用

資料や動画教材など）を貼り付けることで，

学習内容の振り返りや，今後の学習の調整が

可能になるよう活用していた（図２）。                    

 

 

 

これらの昨年度実践から見えた課題点は以下の３点である。 

① 資質・能力整理シートで示す内容が，内容のまとまり（単元）を通して育成を目指すものであり，生

徒にとって具体的なものとしてとらえ切れなかったという点。 

② 単元のワークシートの記入内容が膨大で「集めて終わり」になるおそれがある点。 

③ 単元のワークシートが単元ごとに複数の用紙・ファイルにまたがるため，単元を跨いだ学習の振り返

りが行いづらいという点。  

これらはすべて日常的にも実施しやすい手段であるがゆえに，実施タイミングや方法に明確な意図や根拠

をもち，取組の精選を行う必要があると感じている。本年度は，これら取組の改善や学習履歴としての活用

を進めるための授業実践を行った。 

 

4.2主に生徒が見通しをもって学習計画を立てる・自らの学習を振り返るための取り組みへの活用 

 

今年度は，4.1.で述べた「単元の目標」（表３）で示された資質・能力を身に付けるために必要な具体的な

内容を，生徒に分かりやすい言葉を用いてまとめたリストを作成した（以下「習得リスト」という。表４）。

習得リストは各単元のオリエンテーションや各単位時間の開始時に生徒に示している。また，該当単位時間

の学習に特に関わる内容には，習得リスト内に色付けをし，その時間で習得を目指すべき内容を特に明確化

することで，単元の学習に見通しを立てて取り組むことができるようにした。なお，単元の目標と習得リス

トとの関連性については，図５で示した通りである。また，単元末に，習得リストの内容がどの程度習得で

きたか自己評価を行い，自らの学習に対する振り返りを行っている。（表６：「振り返り Board」）。 

 

 

 

図２ ＣＢＴのフィードバック場面（Ｒ４年度実践） 

表３ 「単元の目標」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 「習得リスト」 

図５ 「単元の目標と習得リストとの関連性」 

表６ 「振り返り Board」 



4.3主に生徒が学習履歴をいつでも確認するための取り組みへの活用 

 

学習履歴の蓄積には，Google form，Gmailそして単元のワークシート（スプレッドシート）を活用する。

生徒は，各単位時間終了後に学習内容や学習課題に対する考え等をまとめ，Googleフォームに送信し（図７），

送信結果のコピー（図８）を生徒が自身の単元のワークシートに貼り付けることで，学習履歴を蓄積できる

ようにしている（図９）。 

今年度の単元のワークシートは昨年度実践の課題を踏まえ，次の２点を意識して整備した。 

 

① 生徒の学習履歴を記録する単元のワークシート（スプレッドシート）を一本化すること。 

② 生徒が単元のワークシートを通して，単元間のつながりや１年間の学びの軌跡を確認できるようにす

ること。 

 

その理由として，社会科における「内容のまとまり」と「単元」の関わりがある。「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料（中学校 社会）」の第３編では，「内容のまとまり」と「単元」の関わ

りには，次の３つのケースがあると述べられている。 

 

・ケース１：「『内容のまとまり』」＝『単元』」 

・ケース２：「『内容のまとまり』」＞『単元』」 

・ケース３：「『内容のまとまり』」＜『単元』」 

 

例えば第１学年 地理的分野「世界の諸地域」は，ケース２に該当する。「世界の諸地域」という中項目（内

容のまとまり）の中に，「アジア州」―「ヨーロッパ州」―「アフリカ州」などの小項目が含まれる構成であ

る。これまでは各小項目で設定する「単元を貫く学習課題」の内容はもちろんのこと，使用する単元のワー

クシートも単元ごとに新たなものを使ってきた。また，学習展開によっては同じく第１学年 地理的分野「世

界各地の人々の生活と環境」において学習した内容（気候の特徴や人々の生活の様子など）と，各小項目で

の学習内容が関連する場合もある。そのため各単元で学習した内容は，その単元のみの活用で終わらず，他

の単元において活用する場面が多々見られるということになる。そのため，いつでも簡単に学習内容を確認

でき，かつそれらを活用し，さらなる学習活動に生かすことができるようにしたのである。なお，単元のワ

ークシートのフォーマットについて，教師側は必ずしも年度初めにすべての単元のフォーマットを完成させ

ておく必要はなく，学習の経過や取り組みを見ながら，必要に応じて新たなフォーマットを配布することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 単位時間後の Googleフォーム（例） 図８ Gmailへの回答のコピー 

図９ 生徒の単元のワークシート 



4.4.1主に自らにあった学習活動を調整するための取り組みへの活用 

 

総論の3-2-1および，3-2-2でも述べているように，今年度はGoogle Workspace for EducationのGoogle 

Classroomの採点機能，ルーブリック，限定コメントなどの機能を活用し，フィードバックを行う。学習成

果物はGoogle Classroomで提出し，教師による評価（形成的評価）を行った後に返却する。形成的評価に

関わる限定コメントは，その単元で育成を目指す資質・能力および習得リストの内容に基づき，Ｃ評価の状

況にある生徒に対し，指導履歴として残すことを基本とする。また，ルーブリック上に記載している評価規

準は，「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」に掲載されている内容のまとまりごと

の評価規準（例）を引用し，具体的なルーブリックの各段階の基準に関する説明は，生徒に示した習得リス

トの内容に基づき，その具体的な姿を文章として示し，教師からの限定コメントと照らし合わせていくこと

ができるようにしている。これらの形成的評価の内容は Google Classroom内に蓄積が続けられるため，生

徒が自らの学びを調整するうえで活用することができるようにしている。 

 学習内容の蓄積は4.3にて述べたとおり Googleフォームと Googleスプレッドシート（ワークシート）を

活用した。以下に，単元「第１学年 地理的分野 世界各地の人々の生活と環境」における実践事例を示す。 

 

4.4.2 第１学年 地理的分野「世界各地の人々の生活と環境」の構成と指導履歴の蓄積 

 

 本単元では，単元を貫く学習課題として「『世界各地の人々の生活の様子は，気候のみから影響を受けてい

る』に対してあなたはどのような意見をもちますか？」を設定した。この学習課題を，単元の開始時・中間・

単元末で生徒に対して行い，学習の深まりや変容を見とることが目的である。各気候帯の概要や雨温図の読

み取り方は教師主導の一斉授業で行い，各気候帯の具体的な生活の様子についてはジグソー法を用いて生徒

に資料作成（Googleスライド：４人１班）を行う形式を用いた。なお，指導と評価の計画については，次頁

の表１において示した。 

教師からの限定コメント（指導履歴）を残した場面は大きく２つである。１つ目は各気候帯について，生

徒が作成した資料の内容についてのコメントを残している。これは資料の見やすさや説明内容の正誤を正す

ことを主として行っている。 

２つ目は中間まとめおよび最終まとめの記述内容についてのコメントである。中間まとめには形成的評価

としてＡＢＣの評価を，最終まとめには総括的評価としてＡＢＣの評価をつけて生徒に返却をした。最終ま

とめにおけるルーブリックは表２の通りである。また，最終まとめ提出時点でＢ評価の「おおむね満足でき

る」を満たしていないと判断した生徒には限定コメント（指導履歴）を残し，かつ Retake（リテイク）と称

して，内容の修正と再提出の機会を１度与えた。なお，今回の課題において，最終まとめ提出時にＢ評価の

条件を満たさなかった数は 104名中 27名おり，そのうち 16名が Retakeを行い，学習のまとめの改善を図

ることができた（図 10および表３）。 

 

 

 

 

 

 

 



指導と評価の計画 評価計画 

時数 学習活動 知 思 主 

1 
〇単元を貫く学習課題に対する単元初の生徒の考えの調査。 

〇雨温図の見方や書き方，気候帯の種類と分布について理解する。 
 ➊ ➊ 

2～6 
〇各気候帯のあらまし(気温・降水量・分布など)の説明（教師解説）。 

〇各気候帯の衣食住や伝統的な暮らしや習慣に関する資料作成（生徒）。 
①  ② 

７ 〇単元を貫く学習課題に対するディスカッションと，考えの中間まとめ。  ➊ ➊ 

8～9 
〇高山気候と熱帯の比較に関する資料作成(生徒)。 

〇主な宗教の衣食住や伝統的な暮らしや習慣に関する資料作成（生徒）。 
①  ② 

10 

〇単元を貫く学習課題「『世界各地の人々の生活の様子は，気候のみから影

響を受けている』に対してあなたはどのような意見をもちますか？」に対

する作成資料の検討を踏まえたディスカッションと，生徒の最終まとめ。 

 ② ③ 

11 〇単元テスト（CBT）の実施。 ② ③  

評価の内容 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に向かう態度 

①生徒作成資料(Google ｽﾗｲﾄﾞ) 

②CBT結果 

➊Googleform記載内容 

②単元のまとめ 

③CBT結果 

➊Googleform記載内容 

②生徒作成資料(Google ｽﾗｲﾄﾞ)

作成の過程 

③ 単元のまとめ作成の過程 

※〇主に評定に用いる評価  ●主に学習改善につなげる評価 

Ａ 

単元を貫く学習課題に対する自らの考えをまとめた内容について， 

（１）多面的・多角的な視点から，（２）学習した内容を根拠として， 

（３）その説明内容に具体性がみられ，他者にとってもわかりやすい説明ができている。 

Ｂ 
「単元を貫く学習課題に対する自らの考えをまとめた内容について， 

（１）多面的・多角的な視点から，（２）学習した内容を根拠として 説明ができている。 

 

 

表１ 指導と評価の計画表 

表２ 本単元の最終まとめにおけるルーブリック（思考・判断・表現） 

図10 最終まとめの評価結果と最終まとめ（Retake）後の評価結果 
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最終まとめ 

の 

記述内容 

（Ｃ） 

世界各地の人々は，気候に合わせて服装や住居を変えて快適に生活できるようにしたり，

その気候で育ちやすい植物を食べたり，基本は気候に影響を受けた生活をしているよう

でした。でも，宗教の関係で服装を変えたり，食べられないものがあったり，行事があっ

たりしていたので生活の全てが気候の影響を受けたものではないと思いました。 

 教師の 

フィード 

バック 

１）多面的・多角的な視点からの説明が不十分であり，説明内容が抽象的である。 

２）学習内容を根拠として，の部分について説明内容や例示が不十分である。 

最終まとめ 

（Retake） 

の 

記述内容 

（Ａ） 

世界各地の人々は，例えば熱帯なら住居の壁をなくして風通しを良くしたり，寒帯なら毛

皮で寒さを防いだり動物を食べて暮らしたり１）・２），基本は気候の影響を受けた生活をし

ていました。衣食住だけではなく伝統習慣も，外国の影響を受けたりして段々変わりつつ

ありますが昔からの気候に影響された文化は残っているようです。ですが，宗教の関係で

肌を隠したり豚肉やお酒が飲めなかったり，宗教特有の行事があったり１）・２），生活に気

候以外の影響を受けている場合も多くありました。このことから私は，世界各地の人々の

生活は気候に影響を受けていますが，全てが気候の影響という訳ではないと思いました。 

 

最終まとめ 

の 

記述内容 

（Ｃ） 

西岸海洋性気候では，直射日光を防ぐためひさしを窓につけたり，床を高くして永久凍土が

溶けるのを防いだりしていますが，気候が違うにも関わらず日本と同じ服装をしたりするな

ど西岸生海洋気候は服装に関しては気候と関係していません。また，食べ物も食べたいもの

を気候に関係なく食べています。これらのことから僕はやや反対という結論に達しました。 

 教師の 

フィード 

バック 

１）多面的・多角的な視点の選択はよいが，説明内容が抽象的である。 

２）学習内容を根拠として，の部分について説明内容や例示が不十分である。 

※）気候帯とその特徴の説明が合致していないものがある。 

最終まとめ 

（Retake） 

の 

記述内容 

（Ｂ） 

西岸海洋性気候では，住の視点として直射日光を防ぐためのひさしを窓に付けたり，冷帯の

住の視点では，暖房の熱で地下にある永久凍土が溶けて建物が倒壊するのを防ぐために高床

にする１）・２）・※）など，生活を気候に合わせて工夫しているように思えます。 

しかし，西岸海洋性気候を食の視点で見たときに，地元の料理を大切にしています１）・２）し，

衣の視点で見ると，温暖湿潤気候に属される日本と同じような服装１）・２）をしています。 

世界各地の人々は気候に合わせて食べ物などを工夫していますが，気候に左右されずにもの

を食べたり服を着たりしている人々もいます。なのでぼくは「気候のみから」ではないと思

い，【やや反対】という結論に達しました。 

 

4.4.3 第 3学年 公民的分野 第４章「私たちの暮らしと経済」における指導履歴の蓄積と共有 

 

 本章は，「消費生活と市場経済」，「生産と労働」，「市場経済の仕組みと金融」，「財政と国民の福祉」，「これ

からの経済と社会」で構成されている。単位時間ごとに設定した学習課題に対する振り返りを，生徒が授業

後にGoogleフォームで提出し，教師がその内容を見とることにした。本単元では，生徒へのフィードバック

の方法を「個別のコメントを提供する方法」ではなく，「提出内容と記載傾向を生徒全体で共有する方法」で

蓄積した。なお，共有の方法としては，生徒の Google フォームへの回答内容を集約したスプレッドシート

表３ 生徒の最終まとめと最終まとめ（Retake）後の記載内容の比較（例） 



を，教科で立ち上げたGoogleサイトに掲載した。（図11） 

生徒の回答を教師が確認し，その内容を教師が「学習感想・学習印象系回答（図11青）」，「学習内容・学

習方法・ポイント系回答（図 11緑）」，「学習課題・単元課題考察系回答（図 11黄）」に分類した。生徒の回

答について，教師は次の時間の冒頭でいくつかの回答内容を取り上げて解説・補足を行う。その際に，「学習

感想・学習印象系回答」，「学習内容・学習方法・ポイント系回答」中心の回答から，「学習課題・単元課題考

察系回答」寄りの回答を生徒ができるようにフィードバックを全体指導の中で行った。フィードバックの際

に意識していた点は次のとおりである。 

①学習の感想や印象，学習の内容や方法についての振り返りを，課題に沿って考察をするようにする。 

②学習課題に対して，多面的・多角的な視点から考察ができるようにする。 

という点を確認した。この取り組みを，第４章全体を通じて行っていった。その結果，生徒の回答における

「学習課題・単元課題考察系回答」のできる生徒が増加した。（図 12） 

 

 

 

図11 Googleサイトでの生徒の記載内容の共有方法 

図12 Googleサイトでの生徒の記載内容の共有方法 



4.5主体的に学習に取り組む態度の評価への活用 

 

 主体的に学習に取り組む態度の評価については，「知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等

を身に付けたりするために，自らの学習状況を把握し，学習の進め方について，試行錯誤するなど自らの学

習を調整しながら，学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価します」４）と整理されている。 

 

 

 今回，指導履歴として記録に残す内容は，「知識及び技能」や「思考力，判断力，表現力等」の資質・能

力の育成のために，教師が生徒に残したものである。この指導をもとに，生徒が各課題に対して，試行錯誤

しながらより良い成果物を作成しようと，粘り強い取り組みを行ったり，または自らの学習を調整していく

こととなる。したがって，その「生徒が課題に取り組む」→「教師が育成したい資質・能力に基づき，指導

履歴を残す」→「生徒が指導履歴を見て自らの学習を調整する」といった過程を，主体的に学習に取り組む

態度の一つとして評価を行うことにしている。教師の指導履歴に基づき，改善を図ろうと粘り強く取り組む

様子は多くの生徒にみられる。ただし，その内容が資質・能力に迫れているかについては，自らの学習を適

切に調整できているかどうかという視点から見とることができると考えている。 

  

５ 成果と課題 

 

＜成果＞ 

○学習内容の蓄積は，生徒が学びの軌跡を生徒自身や教師が目視できるため，教師のその後の指導改善や

学習活動の見直しを図りやすくなった。 

○限定コメント（指導履歴）を見た生徒が，自らの学習内容を振り返り，かつ今後の学習内容の調整に対

する見通しをもって取り組むことができた。 

○「主体的に学習に取り組む態度」の観点に関わり，「粘り強い取組を行おうとする側面」と「自らの学習

を調整しようとする側面」に対するアプローチが可能となった。 

図13 主体的に学習に取り組む態度の評価イメージ５） 



 

＜課題＞ 

 ●「生徒の活動」→「教師の評価とフィードバック」→「生徒の学習調整」の期間が十分でない場合，課

題の再提出の質が向上しづらいケースがみられた。 

 ●学習履歴の活用の仕方に対する，生徒間での格差が見られたため，共通理解や活用方法の指導が継続的

に必要である。 

 

６ おわりに 

 

本研究に関する本校社会科としての実践はどの分野，どの単元でも実践が可能な内容である反面，社会科

の目標である「公民としての資質・能力の基礎の育成」に迫るためには，どのように学習活動を進め，どの

ようにその資質・能力を身に付けさせていくのかという点を一層明確にしていく必要がある。とにかく指導

履歴を残し続けることも必要ではあると思うが，今後は一人一台の環境の長所を踏まえて，意図的・計画的

な学習履歴の蓄積と利活用の方法を明らかにしていきたい。特にこれから先の時代は「個別最適な学び」に

関わる指導の個別化や学習の個性化が一層求められていくと思われる。だからこそ，教科として身に付ける

べき資質・能力を明確にし，その力を身に付けることができる社会科の授業を目指して，実践を重ねていき

たい。 

（文責 山下 尚也） 
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